
問

直
下
型
の
地
震
に
よ
る

建
物
被
害
を
半
減
す
る
目
標

で
、
本
市
で
も
平
成
27
年
度

ま
で
に
耐
震
化
率
を
90
％
に

す
る
と
し
た
「
耐
震
改
修
促

進
計
画
」
を
策
定
し
て
い
る

が
、
現
在
の
住
宅
・
小
中
学

校
・
公
共
施
設
の
耐
震
化
は

何
％
か
。
い
ま
だ
に
一
般
住

宅
へ
の
耐
震
改
修
補
助
す
ら

作
っ
て
い
な
い
が
、
早
急
に

作
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
公

共
施
設
の
耐
震
化
は
市
民
の

生
命
を
守
る
最
も
重
要
な
施

策
の
柱
だ
と
考
え
る
が
、

90
％
達
成
に
向
け
、
ど
う
具

体
化
し
て
い
く
の
か
。

答

住
宅
の
耐
震
化
は
70
・

５
％
。
診
断
後
の
改
修
へ
の

補
助
制
度
の
検
討
が
必
要
と

考
え
る
。
学
校
施
設
は
53
％
。

23
年
度
の
診
断
結
果
を
受
け
、

耐
震
化
整
備
計
画
を
策
定
す

る
。
非
難
場
所
な
ど
防
災
拠

点
施
設
の
耐
震
化
は
57
・
３

％
。
年
次
計
画
は
ま
だ
策
定

し
て
い
な
い
が
、
順
次
計
画

的
な
耐
震
改
修
に
努
め
て
い

く
。

問

公
共
施
設
の
耐
震
化
の

年
次
計
画
を
是
非
作
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

答

耐
震
の
実
施
計
画
に
つ

い
て
は
改
め
て
検
討
す
る
。

問

合
併
後
、
い
っ
た
ん
減

少
し
た
地
方
債
残
高
が
ま
た

膨
ら
み
、
６
６
０
億
円
に
な

っ
て
い
る
。
今
後
の
高
齢
化

に
伴
う
く
ら
し
・
福
祉
の
充

実
や
学
校
整
備
な
ど
を
考
え

る
と
33
億
円
か
け
て
新
庁
舎

を
建
設
す
る
財
源
的
余
裕
は

な
い
と
考
え
る
。
庁
舎
の
耐

震
診
断
か
ら
15
年
経
過
し
て

お
り
、
再
度
、
診
断
を
や
り

直
し
て
耐
震
工
法
を
駆
使
し
、

耐
用
年
数
ま
で
15
年
20
年
と

現
庁
舎
を
活
用
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

答

耐
震
補
強
は
現
在
の
庁

舎
機
能
を
大
き
く
損
な
う
よ

う
な
補
強
工
事
と
な
り
、
庁

舎
と
し
て
の
利
用
価
値
が
問

わ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
る
。
多
額
な
費
用
を

投
じ
て
の
耐
震
化
補
強
工
事

は
現
実
的
な
選
択
肢
で
は
な

い
と
考
え
て
い
る
。

寺て
ら

田だ

元も
と

子こ

議
員

地
震
対
策
を
急
ぐ
べ
き

問

市
長
は
平
成
23
年
度
施

政
方
針
の
中
で
、
「
自
然
と

共
生
す
る
快
適
で
安
全
な
ま

ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て
、
す

べ
て
の
市
民
が
快
適
で
安

心
・
安
全
に
日
常
生
活
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
と
し
て
い
る
。

具
体
的
内
容
と
し
て
は
、

地
域
の
環
境
美
化
の
た
め
条

例
を
制
定
し
周
知
・
啓
発
を

推
進
す
る
、
環
境
保
全
や
地

域
活
性
化
の
た
め
活
動
団
体

の
支
援
を
行
う
、
ご
み
の
排

出
抑
制
や
再
資
源
化
を
促
進

す
る
、
省
エ
ネ
支
援
事
業
を

行
う
な
ど
を
掲
げ
て
い
る
。

こ
の
方
針
に
基
づ
く
23
年

度
予
算
に
お
い
て
は
、
ハ
ー

ド
・
ソ
フ
ト
両
面
か
ら
①
き

れ
い
な
三
原
推
進
事
業
、
②

環
境
基
本
計
画
推
進
事
業
、

③
省
エ
ネ
・
グ
リ
ー
ン
化
支

援
事
業
、
④
住
宅
用
太
陽
光

発
電
シ
ス
テ
ム
及
び
小
型
浄

化
槽
設
置
費
補
助
費
な
ど
の

事
業
を
予
算
化
し
て
い
る
。

環
境
問
題
は
21
世
紀
の
大

き
な
テ
ー
マ
で
あ
る
と
思
う

が
、
現
況
と
課
題
、
今
後
の

取
り
組
み
の
方
向
性
に
つ
い

て
聞
く
。

答

環
境
問
題
は
、
本
市
に

お
い
て
も
重
要
施
策
の
ひ
と

つ
で
あ
る
。
三
原
市
環
境
基

本
計
画
を
推
進
す
る
に
あ
た

っ
て
「
一
人
ひ
と
り
が
輝
く

環
境
共
生
都
市
み
は
ら
」
を

基
本
に
「
み
ん
な
の
協
働
に

よ
り
自
然
と
共
生
す
る
快
適

で
安
全
な
ま
ち
を
次
世
代

へ
」
を
目
標
に
市
民
、
市
民

団
体
、
事
業
者
、
行
政
の
幅

広
い
協
働
で
推
進
し
て
い
く
。

具
体
的
に
は
、
住
宅
用
太

陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
や
小
型

浄
化
槽
設
置
費
補
助
を
は
じ

め
、
水
辺
教
室
や
自
然
観
察

会
の
体
験
学
習
な
ど
、
環
境

啓
発
を
基
本
に
し
な
が
ら
地

域
や
企
業
、
学
校
な
ど
幅
広

い
協
働
で
推
進
し
て
い
る
。

今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て

は
、
「
廃
棄
物
対
策
、
地
球

温
暖
化
防
止
へ
の
取
り
組
み
、

省
資
源
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対

策
、
環
境
学
習
と
地
域
・
個

人
で
の
環
境
問
題
へ
の
取
り

組
み
推
進
、
市
民
・
市
民
団

体
・
事
業
者
・
行
政
の
協
働

体
制
の
推
進
」
な
ど
の
重
点

的
な
取
り
組
み
を
基
本
に
、

課
題
解
決
を
図
り
な
が
ら
進

め
て
い
く
。
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西
元

に
し
も
と

義
治

よ
し
は
る

議
員

環
境
基
本
計
画
の
推
進
状
況
と
今
後
に
つ
い
て

三原市環境基本計画パンフレット

戦後最悪の災害となった東日本大震災

財
政
面
で
も
市
庁
舎

は
耐
震
化
す
べ
き



問

簡
易
水
道
区
域
で
あ
る

久
井
・
大
和
地
区
の
普
及
率

は
低
い
。
安
全
で
安
定
的
な

飲
料
水
の
確
保
が
喫
緊
の
課

題
で
あ
る
。
次
の
４
点
に
つ

い
て
問
う
。

①
本
市
の
長
期
総
合
計
画
・

水
道
事
業
基
本
計
画
書
な
ど

で
、
統
一
さ
れ
た
数
値
に
な

っ
て
い
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

②
久
井
地
域
は
34
年
度
ま
で

の
事
業
費
61
億
８
２
０
０
万

円
余
、
大
和
地
域
は
40
億
７

４
０
０
万
円
余
と
な
っ
て
い

る
が
達
成
予
測
の
判
断
は
ど

う
か
。

③
久
井
・
大
和
地
域
で
28
年

度
ま
で
を
第
１
期
、
そ
れ
以

降
を
第
２
期
事
業
及
び
将
来

構
想
と
し
、
工
種
毎
の
事
業

費
、
工
程
表
が
作
成
さ
れ
て

い
る
が
進
度
は
ど
う
か
。

④
事
業
推
進
の
た
め
の
財
源

確
保
は
ど
う
か
。

答

①
長
期
総
合
計
画
の
数

値
は
平
成
21
年
３
月
時
点
の

数
値
、
水
道
事
業
基
本
計
画

書
は
19
年
３
月
時
点
の
数
値
。

②
財
政
状
況
が
厳
し
い
な
か
、

目
標
年
次
に
向
け
努
力
し
た

い
。

③
22
年
度
末
で
久
井
地
域

３
・
９
％
、
大
和
地
域
16
・

５
％
。
21
年
度
か
ら
本
格
的

な
施
設
整
備
等
に
着
手
。
久

井
地
域
は
23
年
度
、
配
水
管

の
布
設
に
着
手
。
最
初
に
給

水
計
画
し
て
い
る
江
木
地
区

は
29
年
度
の
予
定
。

大
和
地
域
は
23
年
度
大
具

配
水
池
の
用
地
買
収
に
着
手

し
浄
水
・
配
水
施
設
は
25
〜

26
年
度
の
予
定
。
拡
張
と
な

る
椋
梨
・
和
木
の
一
部
、
大

具
・
下
徳
良
の
一
部
へ
の
給

水
は
27
年
度
の
見
込
み
。

④
国
庫
補
助
金
と
起
債
を
活

用
し
て
い
る
。
過
疎
債
は
27

年
度
ま
で
、
補
助
金
対
象
は

28
年
度
ま
で
と
な
っ
て
い
る
。

従
っ
て
第
２
期
事
業
以
降
の

財
源
は
簡
水
事
業
債
の
み
の

充
当
と
な
る
。
補
助
金
、
起

債
を
最
大
限
活
用
し
、
財
政

負
担
の
軽
減
に
努
め
、
事
業

推
進
し
た
い
。
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池い
け

田だ

元
は
じ
め

議
員

簡
易
水
道
事
業
の
促
進
に
つ
い
て

久井地域の水源　工事中の野間川ダム

問

市
民
が
ま
ち
づ
く
り
に

参
画
す
る
と
い
う
理
念
に
よ

り
「
人
が
ふ
れ
あ
い
、
と
も

に
参
画
す
る
ま
ち
づ
く
り
」

が
提
案
さ
れ
て
い
る
。

行
政
内
の
機
構
の
整
備
、

町
内
会
、
自
治
会
に
お
け
る

シ
ス
テ
ム
づ
く
り
、
取
り
組

み
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
は
ど

う
す
る
の
か
。

す
べ
て
の
人
々
の
人
権
が

尊
重
さ
れ
る
取
り
組
み
、
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る

現
状
と
課
題
、
目
標
を
問
う
。

答

す
べ
て
の
人
の
人
権
が

尊
重
さ
れ
る
取
り
組
み
に
つ

い
て
、
三
原
市
人
権
教
育
・

啓
発
推
進
計
画
に
基
づ
き
、

市
民
一
人
一
人
が
輝
く
ま
ち

を
め
ざ
し
、
総
合
的
に
推
進

し
て
い
る
。
計
画
に
お
け
る

実
効
面
に
つ
い
て
再
度
庁
内

で
再
精
査
し
て
、
よ
り
よ
い

方
向
に
行
く
よ
う
努
力
す
る
。

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
、
平
成
20
年
度
か
ら
３
年

間
は
市
行
政
の
体
制
づ
く
り

に
、
今
後
の
３
年
程
度
は
市

民
側
の
体
制
づ
く
り
、
地
域

の
仕
組
み
づ
く
り
に
重
点
を

お
き
、
そ
の
後
市
民
協
働
の

実
践
段
階
へ
と
つ
な
げ
て
い

く
。

問

教
育
行
政
の
三
要
素
で

あ
る
、
人
的
条
件
、
物
的
条

件
、
教
育
内
容
に
つ
い
て
問

う
。

①
教
員
の
病
気
休
職
者
の
代

役
教
員
の
課
題
に
つ
い
て
。

②
少
人
数
校
に
お
け
る
職
員

配
置
に
つ
い

て
。

③
各
学
校
の

施
設
・
設
備

の
課
題
に
つ

い
て
。

答

①
県
全

域
で
臨
時
教

員
の
候
補
者

が
不
足
し
て

い
る
。
代
員

が
確
保
で
き

な
い
場
合
は
、
校
内
体
制
で

教
育
に
当
た
っ
て
い
る
。
ま

た
市
費
で
講
師
を
委
嘱
し
、

授
業
を
進
め
て
い
る
。

②
23
年
度
、
市
内
で
事
務
職

員
２
校
、
養
護
教
諭
１
校
の

配
置
が
な
い
学
校
が
あ
る
。

今
後
の
対
応
を
具
体
的
に
検

討
す
る
。

③
給
食
調
理
室
の
エ
ア
コ
ン

に
つ
い
て
は
、
職
員
の
健
康

面
に
関
る
こ
と
で
あ
り
、
可

能
な
限
り
対
策
を
検
討
す
る
。

生
徒
用
ロ
ッ
カ
ー
の
設
置
は

可
能
か
ど
う
か
検
討
す
る
。

職
員
室
と
各
教
室
間
の
内
線

電
話
に
つ
い
て
は
、
緊
急
時

な
ど
の
連
絡
用
と
し
て
、
児

童
・
生
徒
の
安
全
性
を
高
め

る
観
点
か
ら
、
方
式
や
経
費

に
つ
い
て
具
体
的
に
検
討
す

る
。

七
川

し
ち
か
わ

義
明

よ
し
あ
き

議
員

「
人
が
ふ
れ
あ
い
、
と
も
に
参
画
す
る
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て

人権尊重都市三原

人
を
は
ぐ
く
む
教
育
、
文
化

の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て



問

平
成
23
年
度
か
ら
新
た

に
始
ま
る
「
広
島
県
農
林
水

産
業
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
」

に
呼
応
し
、
産
業
と
し
て
自

立
で
き
る
農
林
水
産
業
の
確

立
の
た
め
、
農
業
法
人
等
担

い
手
の
育
成
確
保
に
は
ど
う

努
め
る
の
か
。

地
場
産
品
生
産
の
拡
大
を

図
り
、
地
産
地
消
の
推
進
に

積
極
的
に
取
り
組
む
た
め
、

24
年
春
に
開
設
す
る
「
道
の

駅
」
へ
の
出
荷
体
制
の
確
立

に
向
け
、
園
芸
施
設
整
備
費

補
助
事
業
等
、
精
力
的
に
取

り
組
む
と
し
て
い
る
が
、
具

体
的
に
何
を
ど
の
よ
う
な
方

策
で
さ
れ
る
の
か
問
う
。

答

魅
力
あ
る
農
業
、
産
業

と
し
て
自
立
で
き
る
農
業
を

確
立
す
る
た
め
に
は
、
農
用

地
利
用
改
善
団
体
等
を
通
じ
、

農
用
地
の
利
用
集
積
を
積
極

的
に
進
め
、
経
営
規
模
の
拡

大
と
集
落
法
人
や
認
定
農
業

者
を
中
心
と
し
た
担
い
手
の

育
成
確
保
が
必
要
と
考
え
て

い
る
。

地
域
農
業
の
将
来
を
話
し

合
う
農
用
地
利
用
改
善
団
体

の
設
立
の
勧
め
や
集
落
法
人

の
設
立
支
援
、
農
業
に
参
入

す
る
企
業
の
設
備
支
援
等
新

た
な
農
業
者
の
掘
り
起
こ
し

を
行
う
。

「
道
の
駅
」
へ
は
、
久
井
、

大
和
の
北
部
地
域
か
ら
も
出

荷
で
き
る
よ
う
、
出
荷
体
制

の
整
備
に
取
り
組
む
。
ま
た
、

農
産
物
栽
培
用
ハ
ウ
ス
等
導

入
事
業
の
拡
充
に
よ
り
、
園

芸
作
物
の
生
産
振
興
と
出
荷

額
の
拡
大
を
図
る
。

問

新
市
建
設
計
画
に
つ
い

て
、
次
の
３
点
に
つ
い
て
質

問
す
る
。

①
22
年
度
末
に
お
け
る
各
地

域
毎
の
普
通
会
計
事
業
１
８

５
事
業
の
進
捗
率
は
。

②
合
併
６
年
が
経
過
し
た
が
、

合
併
特
例
債
適
用
事
業
51
事

業
の
進
捗
率
は
。

③
共
通
事
業
で
あ
る
新
庁
舎

建
設
計
画
に
つ
い
て
、
市
長

は
合
併
特
例
債
の
活
用
で
き

る
期
間
中
の
26
年
度
ま
で
に

完
成
す
る
旨
、
模
索
し
て
い

る
と
答
弁
し
て
い
る
が
、
こ

の
新
庁
舎
建
設
計
画
に
つ
い

て
具
体
的
に
予
算
計
上
額
等

の
説
明
を
求
め
る
。

答

①
各
地
域
毎
の
進
捗
率

は
、
三
原
66
・
５
％
、
本
郷

78
％
、
久
井
32
・
８
％
、
大

和
45
・
９
％
で
あ
る
。

②
共
通
事
業
で
は
７
％
、
地

域
別
で
は
三
原
79
・
３
％
、

本
郷
77
・
７
％
、
久
井
19
・

２
％
、
大
和
47
・
５
％
で
あ

る
。

③
共
通
事
業
の
新
庁
舎
建
設

に
つ
い
て
は
、
合
併
特
例
債

を
活
用
し
、
従
来
か
ら
の
課

題
と
新
し
い
課
題
の
解
決
の

た
め
、
新
庁
舎
は
複
合
施
設

と
し
て
駅
前
に
建
設
、
25
年

着
工
と
い
う
こ
と
で
考
え
て

い
る
。
予
算
計
上
に
つ
い
て

は
、
調
査
費
６
０
５
万
円
を

措
置
し
て
い
る
。

視
点
①
―
南
小
学
校
、
統
合

保
育
所
及
び
武
道
館
を
整
備

す
る
た
め
に
帝
人
用
地
を
取

得
す
る
べ
き
か
。

南
小
学
校
に
は
第
三
中
学

校
と
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
共
用
問

題
が
あ
り
、
児
童
が
グ
ラ
ウ

ン
ド
を
十
分
に
使
用
で
き
な

い
実
態
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
統
合
の
方
針
が
示

さ
れ
て
い
る
港
町
、
宮
沖
、

和
田
保
育
所
に
つ
い
て
も
、

そ
れ
ぞ
れ
に
適
正
規
模
や
周

辺
の
交
通
事
情
な
ど
に
課
題

が
あ
り
ま
す
。

武
道
館
に
つ
い
て
も
、
ポ

ポ
ロ
建
設
に
伴
い
旧
緑
ヶ
丘

女
子
商
業
高
校
を
暫
定
使
用

し
て
お
り
、
施
設
の
老
朽
化

な
ど
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
現
状
と
課
題
を

認
識
し
協
議
を
重
ね
ま
し
た
。

議
論
の
過
程
で
、
保
育
所

の
統
合
に
あ
た
っ
て
は
、
保

護
者
等
の
合
意
の
も
と
に
実

施
さ
れ
た
い
な
ど
、
様
々
な

要
望
や
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
整
備
の

必
要
性
が
認
め
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
こ
れ
ら
の
施
設
の
整

備
を
前
提
に
帝
人
用
地
を
取

得
す
べ
き
と
の
意
見
の
集
約

を
得
ま
し
た
。

視
点
②
―
駅
前
東
館
跡
地
の

活
用
は
新
庁
舎
等
複
合
施
設

に
よ
っ
て
図
ら
れ
る
べ
き
か
。

市
か
ら
は
、
新
庁
舎
、
駐

車
場
、市
民
利
用
施
設
、民
間

施
設
な
ど
を
複
合
的
に
整
備

す
る
内
容
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
施
設
を
整
備
す

る
こ
と
に
よ
り
、
賑
わ
い
を

創
出
し
、
中
心
市
街
地
の
活

性
化
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の

で
し
た
。

視
点
③
―
将
来
的
な
財
政
推

計
は
ど
う
か
。

今
回
、
市
か
ら
は
、
平
成

22
〜
31
年
度
の
長
期
財
政
計

画
に
関
す
る
資
料
が
示
さ
れ

ま
し
た
。

平
成
31
年
度
に
お
け
る
経

常
収
支
比
率
な
ど
の
財
政
指

標
に
お
い
て
健
全
性
が
保
て

る
点
や
経
済
成
長
率
１
％
を

見
込
め
る
こ
と
で
、
一
定
の

保
有
資
金
が
見
込
め
る
点
な

ど
か
ら
、
計
画
さ
れ
て
い
る

事
業
を
実
施
し
た
と
し
て
も
、

健
全
な
財
政
は
維
持
で
き
る

と
す
る
も
の
で
し
た
。

こ
れ
ら
の
示
さ
れ
た
内
容

に
つ
い
て
、
協
議
を
重
ね
ま

し
た
。

委
員
か
ら
は
、
駅
前
の
活

性
化
は
、
商
業
施
設
の
立
地

に
よ
っ
て
図
ら
れ
る
べ
き
で

あ
る
と
い
っ
た
意
見
の
一
方
、

財
政
的
に
有
利
な
合
併
特
例

債
を
活
用
し
て
実
施
す
べ
き

で
あ
る
。
複
合
施
設
と
し
て

整
備
す
れ
ば
駅
前
の
活
性
化

に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か

と
い
っ
た
様
々
な
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
が
、
駅
前
東
館

跡
地
の
活
用
に
つ
い
て
は
、

現
状
で
は
是
非
を
判
断
す
る

材
料
に
乏
し
い
た
め
、
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
等
専
門
家
へ
の

調
査
費
を
認
め
た
う
え
で
、

市
に
、
よ
り
具
体
的
で
市
民

に
わ
か
り
や
す
い
計
画
案
の

提
出
を
求
め
る
。
判
断
は
そ

の
う
え
で
行
う
と
の
意
見
の

集
約
を
得
ま
し
た
。

今
後
も
、
最
終
的
な
結
論

に
向
け
て
調
査
を
続
け
ま
す
。

※
中
間
報
告
の
全
文
は
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。
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ま
つ
う
ら

良
一

よ
し
か
ず

議
員

農
業
振
興
政
策
に
つ
い
て

新
市
建
設
計
画
の

進
捗
状
況
は

帝
人
用
地
の
取
得
と
駅
前
東
館
跡
地
の
活
用
に
関
す
る

調
査
特
別
委
員
会
の
中
間
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た

こ
の
委
員
会
の
目
的
は
、
帝
人
用
地
に
南
小
学
校
、
統
合

保
育
所
及
び
武
道
館
を
整
備
し
、
駅
前
東
館
跡
地
を
新
庁
舎

等
の
整
備
用
地
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
調
査
す
る
こ
と
で
す
。

設
置
以
来
９
回
の
委
員
会
を
開
催
し
、
市
か
ら
の
説
明
の
聴

取
や
現
地
調
査
な
ど
を
行
い
、
次
の
３
つ
の
視
点
か
ら
調
査

を
進
め
ま
し
た
。




